
 

 

 

 

 

 

 本日、６年西組で理科の研究授業が行われました。「どうしたら大きな音の出るししおど

しになるか」という課題に対して、個人で追究し、全体で問題解決に向かっていました。

理科の授業では予想通りの結果が得られないことがあります。その時に生まれる「どうし

て」「なぜ」という疑問を次の学習へとつなげていきたいと考えています。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

→６年生はて「ししおどし」の実験を通して、てこのはたらきについて学んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→３年生の算数の授業の様子です。解き方を工夫して問題に取り組んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→５年生の授業では意見を伝えたり、仲間の意見から考えを見つめなおす場面がありました。 
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